


伊藤惠一議員の謝罪文(一部抜粋)～

私の令和５年３月の桑名市議会定例会本会議における代表質疑並びに討論で

の発言、また議員活動報告として同趣旨の内容を記し、送付した葉書などは、

情報提供者からの話を十分な裏付け調査などの確認をせず、自らの憶測と推測

により、発言及び行動したことであります。

～中略～

私の類推させる行為により、桑名市政の信頼を失墜させ、市長の名誉と市議

会の信用を著しく貶めたことに対し、心から謝罪を申し上げます。

今後、再び同様な言動があったと議会で判断されたときは、厳罰に処される

覚悟ですので、お許しいただきたいと存じます。誠に申し訳ございませんでし

た。

令和５年７月１３日
桑名市議会議員 伊藤 惠一
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桑名市議会には26人の議員がいます。それぞれ政治的スタンスや主張する内容にも違いが

あるのは当然のことですが、市議会は、政策的な議論を行う場であり、個人を貶めたり、誹謗中

傷を行ったりする場では決してありません。

市議会では、今回の問題で、伊藤惠一議員に対し、二度も弁明の場を設け、同議員に確認し

ながら丁寧に議論を積み重ねてまいりました。

しかし、残念ながら明確な根拠が示されることはありませんでした。今さら申し上げるまでもな

く、議員はその言動に責任を持たなければなりません。提出された三回の決議は、いずれも全

会一致（全員賛成）で可決されました。これは、市議会としての良心を示すことができたものと考

えています。

全ての議員が市民の代表であり、政治的主張を遮るものではありません。政策で議論ができ

る桑名市議会を望むものです。

今後も、市当局と議論を重ねながら、市民の皆さまが快適で住みよいまちになるよう議員活動

を行ってまいります。

伊藤惠一議員より謝罪文が提出されました。

桑名市議会としての考え方


